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　「開拓奉仕学校から十分な益を受けるための考察」レジメ　
1． 目的
2026年6月に予定されている開拓奉仕学校から十分の益を得て、その後の宣教活動に弾みをつけるために、今から良い計画をする。開拓奉仕学校を自分のスキルをひけらかす機会とはせず、何よりもその後の宣教効果に資すること、さらに仲間を楽しませ、元気づけることも目標とする。（目標：謙遜さとユーモア）
何よりもエホバから強力な助けを求める方法や習慣を確立して強固なクリスチャン人格を築く

2． 方針
1 最も重要で必須なのは、エホバをいつも喜ばせ、自分も楽しみつつ喜んでいること
2 前倒しで学習計画を立て、学校期間中はエホバの教えを楽しむ（教訓者に質問）
3 学校期間中はいろいろな仲間と良く会話し、その人の知恵やアイデアを得ることを心がける
4 自分の栄光を求めず、人に仕えることを続けることは大切（妬む仲間のためにも頑張らない）
5 有能さを示さずむしろ笑いをさそうミスも含めるユーモアの余裕持ち、温かい雰囲気を保つよう努力
6 いろいろな人と接触して人から学ぶ姿勢を保つ
7 この学校に至る過程で聖書の基本情報（書名/重要年代/基本用語）を記憶する良い機会とする
8 第一にエホバと仲間を愛し、積極的な見方や感謝により喜びを保つよう努める
9 もし落胆している仲間が居られたなら、励まし元気を回復するよう自然に働き掛ける
10 資料の準備ではなく、実質的な勉強（要点整理、記憶、洞察）のために時間を使う
11 教科書を単に予習するというよりも、貴重な聖書研究の機会として楽しむ
12 隣人の気持ちや福祉を考慮してあまり頑張ってコメントしない（それよりも感謝やユーモアが大切）
13 どんな学習や計画にも、いつも祈りエホバに導きや助けを具体的に求める（←人生目標の重大事項）
14 学校期間中も聖書的な習慣（祈り、通読、体操、集会、奉仕）をおろそかにしない

3． 方法
1 いつでもエホバとの絆を大切にして、力や喜びをいただきながら、少しずつ準備する
2 学校で多くの仲間と会話するために積極的に近づく
3 会話を通して物事を記憶する仲間を沢山持つ（弘子、波多野、）
4 5月中特に宣教と集会の予習の点で先行して、6月の学校期間中の予習や黙想の時間を確保する
5 重要な資料は印刷して音読しながら手書き赤線で要点マークして、記憶を深める
6 大切な教義をリストアップし、資料として纏め、印刷し、音読し、要点をマークして記憶する
7 予習研究中も教義や用語、黙想項目などテキスト・ファイルに何でも蓄積していく習慣を確立
8 教科書が届く前に準備蓄積しておく、学びの範囲を計画し記録管理する

4． その他（備忘注意点）
1 自分の栄光を求めず、人に仕えることを続けることは大切
2 物事を記憶しようとする努力は恐れを生じさせ、結局覚えられず。自然に身に着ける方法を模索
（遊び/ゲーム感覚でテストに答える。夫婦で質問を出し合う。質問フラッシュプログラム作成）
3 物事を記憶したり、仲間を励ます方法もエホバに頼り、喜びや力を得る
4 予習も大切だが十分に準備ができなくても休息（睡眠）を十分に取って学校に臨むことが大切
5 霊的な人に成長するために地道に努力（宣教/記憶）やスキル（祈り/苦労）を蓄積していく
以上



